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GreenWave手法と期待混雑度を用いた交通システムの制御の提案の検討 


















み PW(Passage Weight) を算出する．通過重みは以下で定
義される．l は対象のリンク番号，ｋは対象の車両，s は
経路情報上に存在するリンクの総数，t は目的地から現在
地までの各リンクに l から s を昇順に割り当てる。 




  ETC1=∑PW1α 
期待混雑度 ETC の算出方法はリンク毎に各車両の通過
重みの総和 TPW(Total Passage Weight) に変数 α 乗とな














  図１：信号制御方式 
車群のサイズ（車両台数）を Eとし、車両が交差点を通
過する時間を Tp秒とすると S1の青信号時刻 G は TpE が必
要である。図のように信号 S１の青時間が始まる時間 Ts(1)
を t とし、S1から S２までの道路の長さは L12とすると S２





クになり GreenWave 道路周辺に渋滞が起きる。 
 
４ 提案方式 
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